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　福島第一原発の事故後、世界では原発政策の見直しが広がっています。すでに電力の１６％を自然エネルギーでまかなっているドイツでは、自然エネルギー利用をさらに進め、2022年までに原発を全廃することを決めました。


　世界で自然エネルギーの導入量は年々増え続け、2010年には自然エネルギーの発電設備容量が初めて原子力を上回りました。（右表）。自然エネルギーの推進こそ世界の流れ。原発への依存をやめ、この分野で世界をリードすることこそ日本のとるべき道です。





�





　福島第一原発の事故は危機的な状況が今も続いています。原発の「安全神話」は誤りだったことが明白になりました。今こそ原子力発電からの撤退を決断し、自然エネルギー中心の政策に転換するべきです。





２０１１年８月号外　日本共産党三重県委員会の見解を紹介します。


発行　三重民報社　059-227-7301   発行人 津市下弁財町２５０９ 落合郁夫





エネルギー浪費社会の見直しを


大量生産、大量消費や異常な長時間労働といったエネルギー浪費型の社会のあり方も見直す必要があります。低エネルギー社会は、「がまんの社会」ではありません。明るいうちに家に帰って一家団らんを楽しめる。そんなゆとりのある生活を実現することこそ、低エネルギー社会への一歩です。
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さらに知りたい方は


パンフレット「『科学の目』


で原発災害を考える」


不破哲三社会科学研究所長


１５０円（税込み）
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現在の技術水準や社会的制約を考慮した環境省などの調査でも、日本の太陽光、中小水力、地熱、風力の潜在的な発電容量は原発の４０倍以上あると推定されています。（右図）。政治がやる気になりさえすれば、自然エネルギー中心の社会づくりは十分可能です。





日刊紙月３４００円、日曜版月８００円





さらに詳しくは、日本共産党の「しんぶん赤旗」をお読みください。


「しんぶん赤旗」は「原発ゼロの日本」に向けて、各界の発言や各地の運動を紹介するとともに、原発の真実に迫る特集・連載企画を連打しキャンペーンに全力をあげています。
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　国民が声をあげれば政治は変えられます。日本共産党が行っている「原発からの撤退を求める署名」にご協力ください。





日本の原発は世界の中でも特に危険です。


日本は世界有数の地震国・津波国であり、どこにも安全だと言える土地はありません。


原発の老朽化も深刻です。世界で原発を廃炉にした平均年数は２２年ですが、日本にある原発５４基のうち、すでに運転開始から４０年をこえた原発が３基、３０～４０年経過した原発は１６基にのぼっています。


いつどこで事故が起きてもおかしくない、このような危険な状況を放置しておくことは許されません。





�
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とんでもない


九州電力の「やらせメール「しんぶん赤旗」がスクープし、日本共産


党の笠井質問で「やらせ」を認めさせた、九州電力の「やらせメール」問題。


この問題は、さらに拡大しています。中部電力や四国電力管内の国主催のシンポジュウムで、何と原子力安全・保安院が、賛成質問などを要請したことが、明らかになりました。





　避難を強いられた住民は、いつ戻れるのかも分かりません。子どもたちの健康を心配する声が各地で上がっています。原発が事故を起こせば放射能汚染はどこまでも広がり、将来にわたって命と健康を脅かし続けます。


　今の原発技術は事故を防げない危険なものであることが今回の事故で明らかになりました。使用済み核燃料の処理の方法も確立されておらず、危険な核のゴミが全国の原発にたまっています。このような技術を今後も使い続けるわけにはいきません。





国民に隠された恐るべき被害推定


政府は1960年に茨城県東海村で50万ｋＷの原発が重大事故を起こしたさいの被害推定を行っています。被害は、


数百人の死者、数千人の放射能障害者、４００万人の放射能被害による要観察者、損害額は３兆７３００億円。


これが政府の行った唯一の被害推定で、あまりにも被害の大きさに長い間、国民に隠されてきました。








